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令 和 ５ 年 ６ 月 ２ ９ 日
各 漁 業 協 同 組 合 長 殿

福 岡 県 水 産 海 洋 技 術 セ ン タ ー
豊 前 海 研 究 所 長

６ 月 ２ ８ 日 に 調 査 を 行 っ た 結 果 ， 豊 前 海 南 部 で 有 害 プ ラ ン
ト ン の 一 種 で あ る シ ャ ッ ト ネ ラ 属 （ Ch a t t o n e l l a s p p .） の 増
殖 が 確 認 さ れ ま し た （ 最 高 で 1c cあ た り ８ 細 胞 ） 。 現 在 は 低
密 度 で す が 、 今 後 さ ら に 増 殖 し た 場 合 は 魚 介 類 の へ い 死 を 引
き 起 こ す 恐 れ が あ り ま す の で 、 注 意 が 必 要 で す 。

＜ 有 害 プ ラ ン ク ト ン の 状 況 ＞

○ シ ャ ッ ト ネ ラ 属 （ Ch a t t o n e l l a s p p .） は 、 豊 前 海 で は 通 常
６ ～ ８ 月 頃 に 発 生 し 、 海 水 １ ccあ た り お よ そ 10 0細 胞 程 度
に 増 え る と 魚 が へ い 死 す る 恐 れ が あ る プ ラ ン ク ト ン で す 。

○ 本 種 は 海 水 １ ccあ た り 50 0細 胞 以 上 に な る と 、 海 水 の 変 色
が 目 視 で き ま す が 、 変 色 が 確 認 さ れ る 前 の 低 密 度 の 状 態 で
も 漁 業 被 害 が 生 じ る 恐 れ が あ り ま す 。
ま た 表 層 の 変 色 が な く て も 中 層 ～ 底 層 に 移 動 し て 増 殖 し て
い る 場 合 が あ り ま す の で 、 表 層 海 水 の 変 色 が 見 ら れ な い 場
合 で も 注 意 が 必 要 で す 。

○ 変 色 域 が 見 ら れ た 場 合 、 そ の 付 近 で は ス カ ッ パ ー を 閉 め て
航 行 す る な ど 、 活 け 間 の 魚 の 状 態 に 注 意 し て く だ さ い 。 ま
た へ い 死 の 恐 れ が あ り ま す の で 、 状 況 に よ っ て は 漁 獲 物 の
港 内 で の 蓄 養 は 避 け 、 早 め の 出 荷 を 心 が け て く だ さ い 。

＜ 今 後 の 状 況 ＞

○ 今 後 の 天 候 次 第 で は 、 本 種 が さ ら に 増 殖 す る 可 能 性 が あ
り ま す 。 研 究 所 で は 引 き 続 き 調 査 を 実 施 し ま す の で 、 今 後
の 情 報 に 十 分 ご 注 意 下 さ い 。

漁 業 被 害 、 海 水 の 変 色 な ど が み ら れ ま し た ら ， 豊 前 海 研 究
所 (0 9 7 9 - 8 2 - 2 1 5 1、 担 当 ： 恵 崎 、 後 川 )ま で ご 連 絡 下 さ い 。



図 シ ャ ッ ト ネ ラ 属 細 胞 数 （ 海 水 １ ccあ た り ）

※ 数 字 は 0m層 ／ 5m層 ／ B- 1m 層 の 細 胞 数 を 示 し て い ま す

0.1mm

0/1/1

  2/3/1

ｼｬｯﾄﾈﾗ ﾏﾘﾅ

0/0/1
1/1/2

0/2/2

3/2/1

8/2/7

6月28日
表層/５ｍ/底層

Chattonella 

2/0/0

5/8/7

    0/3/3

0/2/1
0/4/2

北九州市

行橋市

築上町

豊前市 吉富町

苅田町

小倉南区

門司区

下関市

宇部市

山口市

中津市

山陽小野田市

北九州市

行橋市

築上町

苅田町

小倉南区

門司区

下関市

宇部市

山口市

山陽小野田市

令和５年６月２８日
調査点・細胞数


